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右
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質
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意
書
を
提
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一 

 



 

す
で
に
、
国
や
道
路
公
団
な
ど
に
解
決
策
を
図
る
よ
う
求
め
た
署
名
運
動
が
広
範
な
住
民
の
手
に
よ
り
展
開
さ

れ
て
お
り
、
さ
ら
に
二
月
末
に
は
北
九
州
市
議
会
の
超
党
派
の
代
表
が
上
京
し
て
建
設
大
臣
に
直
接
陳
情
を
行
つ

て
い
る
。 

若
戸
大
橋
は
、
昭
和
三
十
七
年
九
月
に
総
工
費
五
十
一
億
円
で
完
成
し
て
以
来
、
十
三
年
余
を
経
過
し
た
現 

 

在
、
地
元
で
は
通
行
料
の
無
料
化
と
交
通
渋
滞
の
解
消
問
題
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
つ
て
い
る
。 

一 

当
初
の
償
還
計
画
よ
り
車
両
の
通
行
量
実
績
は
相
当
上
回
つ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の
場
合
、
償
還

期
間
（
当
初
三
十
年
）
は
大
幅
に
短
縮
さ
れ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

 
そ
こ
で
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
い
た
し
た
い
。 

さ
ら
に
昭
和
五
十
年
度
実
績
分
ま
で
の
通
行
料
金
収
入
総
額
、
利
子
負
担
総
額
、
維
持
管
理
費
総
額
、
既
償 

北
九
州
市
若
戸
大
橋
の
無
料
化
と
交
通
渋
滞
の
解
消
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

四 

当
面
の
交
通
渋
滞
（
渡
橋
時
間
が
普
通
十
分
位
な
の
に
朝
夕
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
は
一
時
間
近
く
か
か
る
）
の
解

消
の
た
め
に
、
国
が
責
任
を
も
つ
て
橋
進
入
口
周
辺
部
等
の
改
良
工
事
を
施
行
す
る
か
、
あ
る
い
は
北
九
州
市 

三 

若
戸
大
橋
は
、
建
設
当
初
は
若
松
市
と
戸
畑
市
間
と
い
う
こ
と
だ
つ
た
が
そ
の
後
の
五
市
合
併
に
よ
り
、
北

九
州
市
若
松
区
と
戸
畑
区
に
ま
た
が
る
橋
と
な
つ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
、
市
民
生
活
上
、
橋
の
比
重
が
極
め

て
高
く
な
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
橋
が
「
市
民
の
足
」
と
な
つ
て
お
り
、
市
民
は
そ
の
利
用
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
。 

二 

償
還
期
間
が
短
縮
さ
れ
な
い
と
す
れ
ば
そ
の
主
な
原
因
は
何
か
。 

還
額
、
償
還
残
額
を
明
確
に
す
る
こ
と
。 

従
つ
て
料
金
徴
収
の
条
件
を
定
め
て
い
る
道
路
整
備
法
第
三
条
第
一
項
の

2
に
記
述
さ
れ
て
い
る
内
容
（
通

常
他
に
道
路
の
通
行
又
は
利
用
の
方
法
が
あ
つ
て
当
該
道
路
の
通
行
又
は
利
用
が
余
儀
な
く
さ
れ
る
も
の
で
な

い
こ
と
）
に
反
す
る
と
思
わ
れ
る
の
で
料
金
徴
収
を
廃
止
し
、
無
料
化
に
移
行
す
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。 

四 

 



 

 

五 

が
独
自
に
改
良
工
事
の
事
業
を
起
こ
す
場
合
に
高
率
の
国
庫
補
助
を
す
る
な
ど
の
緊
急
措
置
を
と
る
べ
き
だ
と

思
う
が
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


